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■「大切にしたい会社」がいちばん
大切にするもの

重視する経営要素は人・人・人，追求する

ものは理念，極大化目標はモチベーションな

ど，“日本でいちばん大切にしたい会社”が

最も大切にしているのは従業員満足であり，

その経営のあり方は，資本主義でも成果主義

でもない，人本主義の理念経営と言い表せら

れる。だが，その実態はこれまでの延長線上

というより，これまでのあり方を超越したと

ころにあるようで，なかなか一般的な理解が

及びにくい。単に人を大切にする経営という

レベルではなく，徹底して人を大切にし続け

ることで自ずと経営のあり方が純化していく

というイメージかもしれない（本来あるべき

姿との見方もできる）。

そこには杳とした時代の経営人事に一筋の

光明を照らすものとして期待がかかるが，既

存の理論や常識とは次元を異にするのであれ

ば，事例研究による解説記事が読者理解にい

ちばん適するものとして，このたび本稿はま

とめられた。筆者が直接取材した10社のモデ

ル事例から，読者各社の人事政策にまつわる

閉塞感を少しでも払拭できるヒントを得てい

ただければ幸いである。 （編集部）
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人本主義の理念経営
―いちばん「大切にしたい会社」に学ぶ―

「大切にしたい会社」の共通キーワードは人本主義の理念経営
「大切にしたい会社」では労働紛争が発生する余地がなくなる

事例１ 川越胃腸病院（埼玉県川越市）
～ 理念経営成功の典型的モデル

事例２ 株式会社沖縄教育出版（沖縄県那覇市）
～ 究極の理念経営，純度高い人本主義

事例３ 巣鴨信用金庫（東京都豊島区）
～ ここまできた理念経営

事例４ 株式会社オオゼキ（東京都豊島区）
～ 他社が模倣できないスーパー

事例５ 株式会社ライブレボリューション（東京都港区）
～ 新卒人気No.1企業

事例６ エスエムジー株式会社（神奈川県横浜市）
～ 社員理念のある会社

事例７ 株式会社カクヤス（東京都北区）
～ 業界の常識は疑え

事例８ ネッツトヨタ南国株式会社（高知県高知市）
～ 社員の幸せ度とは何か

事例９ 株式会社たこ満（静岡県菊川市）
～ 一人を大切にする愚直な理念経営の実践

事例１０有限会社バグジー（福岡県北九州市）
～ 人本主義のお手本

人本主義の理念経営を導入する上での注意点
人本主義の理念経営を実践していく手がかり～理念研修のすすめ
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